
都市計画審議会における これまでの議論の状況

都市計画マスタープラン

１ 背景

〇令和６年度末に改定から10年を迎え、改定時期が到来している
・これまでの都市づくりを検証しつつ、社会経済情勢の変化や新たなまちづくりの
方向性を見据え、今後の都市づくりの方向性を示す必要がある

２ 改定のポイント

資料２-１

都市計画審議会（常務委員会）・庁内検討会での議論、市民意見の反映により、
令和４年から令和６年までの３か年で両計画の改定を実施

■都市計画マスタープランの改定（平成27年改定、令和２年中間見直し）

〇都市マスの改定に合わせ、中間見直しを行うこととしている
・国が対応を求める「防災指針」の策定と施策の検証・確認を行う必要がある

■立地適正化計画の中間見直し（平成31年策定）

☑「次期総合計画」との整合、立地適正化計画・関連分野の計画の位置づけの明確化
・同時期に策定する総合計画では、分野別のマスタープランの役割や関係性を明確化
する予定であり、整合を図る

・「立地適正化計画」や「関連分野の計画」の位置づけを明確化し、他分野との連携
を前提にした構成にする

☑「市民の考えるまちの姿」を「市民と共に創るまちの姿」に発展
～“考える”から“共に創る”へ～

・これまで取り組んできた「市民の考えるまちの姿」を基本理念として継承し、
前回改定以降進めてきた市民との対話や社会実験など実践的なまちづくりの
プロセスを反映する

・立地適正化計画で示した「暮らしやすさのイメージ」に加え、ダムパークいばきた
の整備を契機に、北部地域も含めた「暮らしのイメージ」としてとりまとめる

・都市づくりにおける「共創」の方向性を示す

☑重点的に進める都市づくりの「戦略」を位置づけ
・「やまとまちを活かす・つなぐ」といった、分野横断かつ重点的に進める４つの
「都市づくり戦略」を位置づける

☑全体構想と地域別構想の体系の明確化
・地域別構想により、地域ごとの都市づくりの方向性を示し、地域づくりを進める

立地適正化計画

☑「防災指針」の策定
・近年頻発・激甚化の傾向にある水災害を対象とした、災害リスクの検証と
ハードとソフト両面からの対応方針を記載した都市防災の考え方を示すもの
としてとりまとめる

☑施策の中間検証と確認
・誘導区域、施設、施策について、検証と確認を行い、必要な見直しを行う

３ 取組状況

令和４年度 基礎調査（市民アンケート）の実施、計画骨子案の作成

令和５年度 市民意見の反映、計画素案の作成

〇７月 第１回都市計画審議会
・両計画の改定予定について報告

〇10月 市民アンケートの実施
・期間 ９月29日から10月21日まで
・対象 市内3000世帯から無作為抽出、

回答率41.4％
・主な設問

今後の定住意向、市の取組への認知
地域のまちづくりへの意見 など

〇１月 第２回都市計画審議会
・両計画の改定について諮問
・常務委員会設置（学識・市民委員、防災・緑・地域づくりの専門委員 計13名）
・基礎調査、市民アンケートの結果を踏まえた改定の方向性を提示

〇５月 第１回常務委員会
・スケジュールと体制、骨子案について議論

〇７月 第１回都市計画審議会
・第１回常務委員会における議論の状況を報告

〇11月 第２回常務委員会
・都市マス骨子案、防災指針骨子案について議論

〇１月 第２回都市計画審議会
・第２回常務委員会における議論の状況を報告

〇２月 オープンハウス形式（パネル展示型説明会）
による市民意見の聴取

・日時、会場等 ①２月４日おにクル（187人）
（計319人） ②２月７日 イオンタウン茨木太田（41人）

③２月14日イオンモール茨木（66人）
④２月17日市役所ダムパークいばきたWSと同時開催（25人）

・居住地及び関心がある地域ごとの「これからの茨木の都市づくり」における
重要なテーマについて、シールアンケートとヒアリングを実施

〇３月 第３回常務委員会【参考資料２-1、会議録参照】

・都市マス素案（序章~第３章）、骨子案（第４章）、立適防災指針素案、評価指標
・主な意見：▨住民と関係人口の視点での山の暮らしの整理

▨２コア１パーク&モールの都市構造の意義と役割
▨グリーンインフラ、生物多様性の保全の重要性 など

令和６年度 計画案の作成、パブリックコメントの実施、計画の改定

〇７月 第１回常務委員会、第１回都市計画審議会 ・両計画の素案について議論

《今後の定住意向》

・常務の様子写真

・オープンハウス

《オープンハウスの状況》


